
自
治
機
関
紙
発
行
に
あ
た
っ
て

熊
地
区
長

森
野
邊
　
栄
次
郎

今
回

「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
イ
だ
よ
り
」

第

一
号
を
発
行
す

る
こ
と
に
な
り
、

そ
の
背
景
の
一
端

を
の
べ
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

当
地
区
に
は
自
治

会
と
い
う
名
の
組

識
が
あ
り
ま
せ
ん

こ
れ
を
聞
か
れ
る

と
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
と
云
わ
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
事
実
な
ん

で
す
。
刈
谷
市
内
の
殆
ど
の
町
は
自
治
会
が
存
在
し
て
い
る
と
聞

い
て
い
ま
す
。
で
は
な
ぜ
そ
ん
な
こ
と
に
な
っ
た
か
と
自
問
自
答

し
て
み
ま
す
と
、
熊
地
区
は
平
和
な
町
で
大
企
業
の
恩
恵
を
受
け

て
住
民
が
危
機
意
識
を
感
じ
な
い
風
土
が
あ
り
、
街
の
大
き
な
イ

ベ
ン
ト
な
ど
で
は
、
主
役
に
な
ら
な
い
陽
の
あ
た
ら
な
い
地
域
で

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
こ
れ
か
ら
は
、
そ
ん
な
甘
え
た
考
え
で
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

私
た
ち
の
生
活
環
境
は
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

平
和
の
中
で
の
危
機
管
理
は
地
域
住
民
自
身
が
感
じ
取
っ
て
対
処
し

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
地
域
の
問
題
を
問
題
と
感
じ
と
る
感
性
、

こ
れ
は
情
報
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
　

そ
ん
な
情
報
を
発
信
す
る
の
が

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
だ
よ
り
」
で
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
は
、
学
区
を
単
位
と
す
る
地
域
集
団
で
す
。

公
害
問
題
、
し
尿
処
理
場
建
設
，
雨
水
排
水
工
事
、
逢
妻
川
河
川
流

域
工
事
、
昨
年
の
水
害
な
ど
、
み
な
広
域
な
地
域
が
対
象
で
す
。
　
＊

＊
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
も
広
く
情
報
を
集
め
、
愛
さ
れ

親
し
ま
れ
る
機
関
紙
に
し
た
い
と
思
つ
て
い
ま
す
の
で

情
報
提
供
に
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。乙
②
幅
な
ま
れ

地
減
ボ
０
ン
テ
ィ
，

繭

な

で

も

こ
盆

代
表
　
　
笠
松
　
信
子

今
年
は
、
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
国
際
年
で
す
。
こ
の
記
念

す
べ
き
Ｎ
ｏ
ｏ
日
年
に
、
熊
地
区
コ
ミ
ユ
ニ
テ
イ
紙
が
、

発
刊
さ
れ
る
に
当
た
っ
て

『な
で
し
こ
会
』
を
掲
載
し

て
頂
け
る
こ
と
に
な
り
、
心
よ
り
嬉
し
く
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。

平
成
十
二
年
二
月
に
十
七
名
で
発
足
致
し
ま
し
た
。

刈
谷
市
で
は
こ
の
様
な
地
域
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

「な
で
し

こ
会
」
は
四
番
目
の
グ
ル
ー
プ
で
す
。
目
的
は
、
社
会

福
祉
協
議
会
主
催
の

「な
ご
や
か
交
流
会
」
事
業
を
通

じ
て
六
十
五
才
以
上
独
居
の
方

へ
の
援
助
と
、
地
元
ヘ

の
貢
献
で
す
。
十
二
年
度
は
、
十

一
月
の

「な
ご
や
か

交
流
会
」
の
実
施
と
、
盆
踊
り
、
５
３
０
運
動
、
古
紙

回
収
の
協
力
参
加
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
二
月
か
ら
配
食

弁
当
も
手
が
け
て
い
ま
す
。
十
二
年
度
は
、
四
月
の
「茶

話
会
」
に
始
ま
り
、
七
月
に
は
、
子
ど
も
会
さ
ん
に
お

願
い
の
輪
を
広
げ
、
七
夕
会
も
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

会
員
と
地
域
の
皆
様
の
暖
か
い
お
心
と
、
ご
指
導
ご
協

力
が

「な
で
し
こ
会
」
の
さ
さ
え
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ど

う
か
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
無
理
せ
ず
、
出
来
る
範

囲
で
が
、
モ
ッ
ト
ー
で
す
。
ど
う
か
仲
間
に
な
っ
て
く

だ
さ
い
。
　

“
こ
の
指
と
―
ま
れ
　
”
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が
ア
め
い
ヽ
Ｌ
つ

公
民
館
長

原
田
　
　
曼

陽
春
の
候
、

皆
様
に
は
ま
す

ま
す
ご
健
勝
の

こ
と
と
お
喜
び

申
し
上
げ
ま
す

日
頃
地
元
の

皆
様
に
は
公
民

館
活
動
に
ご
協

力
と
ご
支
援
を
頂
き
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す

平
成
十
二
年
度
の
公
民
館
の
行
事
や
活
動
は
ほ

ぼ
無
事
に
終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
が
、
こ

れ
も
地
元
の
皆
様
方
の
公
民
館
活
動
に
対
す
る

深
い
ご
理
解
と
暖
か
い
ご
支
援
が
あ
っ
た
お
陰

で
ご
ざ
い
ま
し
て
役
員

一
同
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。
誠
に
有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
こ
の
二
月
を
も
つ
て
ほ
ぼ
半
数

の
役
員
の
方
が
二
年
の
任
期
を
終
え
ら
れ
て
交

代
さ
れ
ま
し
た
。
館
長
と
し
て
の
私
で
す
が
、

至
ら
ぬ
不
肖
な
私
で
す
が
も
う

一
年
勤
め
さ
せ

て
い
た
だ
く
事
に
な
り
ま
し
た
。
ど
う
か
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

本
年
度
も
新
し
い
役
員
の
皆
様
方
と
力
を
合

わ
せ
て
一
体
と
な
っ
て
公
民
館
活
動
を

一
層
み

の
り
あ
る
も
の
に
す
る
た
め
に
努
力
す
る
つ
も

り
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ど
う
か
今
年
度
も
地
元
の
皆
様
方
の
ご
指
導

と
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
十
三
年
度

熊
餐
民
館
行
事
予
定

五
月
二
十
六
日
（日
）

第
四
十
一
回

熊
地
区
親
子
運
動
会

場
所
　
　
熊
野
公
園

六
且

一百

（日
）
　

五
三
〇
運
動

七
月
二
十
一
日
よ
り

三
十
一
日
ま
で
ラ
ジ
オ
体
操
の
会

盆
踊
り
大
会

敬
老
会

五
三
〇
運
動

文
化
展

人
月
八
日

・
九
日

九
月
十
五
日

十
月
十

一
月

地
域
を
目
指
し
て

安
全
で
住
み
良
い

熊
地
区
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
隊

隊
長

　

村
井

修
治

熊
地
区
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
が
発
足
し
て

二
年
目
を
迎
え
た
今
年
度
は
、
昨
年
の
活
動

に
少
し
味
付
け
を
し
て
、

①
　
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施

②
　
危
険
箇
所
の
情
報
収
集
を
行
い
、

そ
の
改
善
の
推
進

③
　
犯
罪
被
害
を
防
ぐ
環
境
作
り
の
推
進

等
の
活
動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

パ
ト
ロ
ー
ル
隊
は
地
区
の
皆
さ
ん
と
連
携

を
密
に
し
た
活
動
を
行
い
、
刈
谷
警
察
署
、

市
役
所
の
支
援
を
得
て
、
安
全
で
住
み
良
い

地
区
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
＊

＊
で
、
地
区
の
皆
様
方
の
ご
協
力
、
ご
支
援
を
宜
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

¨
平
成
十
二
年
度
熊
地
区
　
　
　
　
　
　
　
　
¨

　̈
　
　
　
　
安
全
パ
ト
ロー
ル
隊
名
簿
　
　
¨

¨
顧

問
　

　

森
野
邊
榮
次
郎

　

宝
　
町
　
¨

¨
参
　
与
　
　
　
塚
本
　
國
夫
　
　
　
熊
野
町
　
¨

　̈
　
〃
　
　
　
　
原
田
　
　
長
　
　
　
　
〃
　
　
¨

¨
隊
　
長
　
　
　
村
井
　
修
治
　
　
　
宝
　
町
　
¨

　̈
副
隊
長
　
　
　
青
木
　
秀
政
　
　
　
　
〃　
　
¨

　̈
　
〃　
　
　
　
深
谷
　
光
治
　
　
　
熊
野
町
　
¨

〃
　
　
　
　
毛
受
　
弘
明
　
　
　
宝
　
町

書
記
会
計
　
　
大
鹿
　
勝
己

熊
野
町

人
幡
町

宝
　
町

隊

員

　
　
佐
藤

誠

一

:     朧 豊

〃  〃  〃

桜
井
　
四
郎

磯
村

　

剛

野
々
山
晃
臣

刈
谷
市
消
防
団
第
四
分
団
よ
り

分
団
長
　
　
青
木
　
良
久

四
月
ょ
り
、
刈
谷
市
消
防
団
第
四
分
団
の
分
団
長

と
な
り
ま
し
た
。
日
頃
、
消
防
団
活
動
に
地
区
の
皆

様
の
絶
大
な
る
ご
理
解
と
ご
支
援
に
対
し
ま
し
て
、

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

現
在
、
当
分
団
は
六
月
二
十
四
日
に
刈
谷
市
総
合
運

動
公
園
に
て
行
わ
れ
る
、
消
防
操
法
競
技
会

へ
向
け

て
入
賞
を
目
指
し
週
三
日
、
二
十
時
か
ら
二
十
二
時

ま
で
刈
谷
市
体
育
館
横
広
場
に
て
厳
し
い
練
習
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

練
習
時
間
が
各
団
員
の
仕
事
、
学
業
が
終
わ
つ
§

§
た
あ
と
行
う
た
め
、
夜
間
と
な
り
ま
す
。

周
辺
住
民
の
方
々
に
は
、
色
々
と
ご
迷
惑
を
お

掛
け
し
ま
す
が
ご
理
解
の
程
宜
し
く
お
願
い
し

ま
す
。
有
事
に
備
え
日
頃
よ
り
、
四
分
団

一
丸
と
な

り
頑
張
つ
て
い
き
ま
す
が
本
年
度
も
熊
地
区
よ

り
火
災
が
無
い
事
を
祈
っ
て
お
り
ま
す
。

火
の
用
心
！

刈
谷
市
消
防
団
第
四
分
団

分
団
長
　
　
　
　
土目
　
木
　
　
良
　
久

相
談
役
特
別
団
員
　
一二
　
浦
　
　
直
　
樹

副
分
団
長
　
　
　
勝
　
崎
　
　
太
　
己

部

長

　

　

川

松

　

真

悟

筆
頭
班
長
　
　
　
加
　
藤
　
　
芳
　
和

班

長

　

　

一局

瀬

　

弘

一
郎

班

長

　

　

佐

藤

　

将

人

班
　
長
　
　
　
市
　
川
　
　
一二
津
雄

団

員

　

　

奥

村

　

直

哉

〃

　

　

磯

村

　

和

孝

〃
　
　
　
　
佐
々
木

　

紀

充

〃
　
　
　
　
古

庄

　

直

宏

〃
　
　
　
　
丹

羽

　

章

太

〃
　
　
　
　
杉

浦

　

正

晃

〃
　
　
　
　
神

谷

　

隆

太

〃
　
　
　
　
酒

井

　

利

正

〃
　
　
　
　
清

水

　

佳

彦

〃
　
　
　
　
柘

植

　

博

文

〃
　
　
　
　
一局
　
野

　

基
　
弘

〃
　
　
　
　
林
　
　
　
寛

樹
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熊
婦
人
会
長

山
岡
由
美
恵

花
の
便
り
の

間
か
れ
る
四
月

熊
婦
人
会
も
十

四
人
の
各
組
会

長
と
二
十
人
人

の
常
任
委
員
で

新
し
い
ス
タ
ー

ト
を
切
る
事
に

な
り
ま
し
た
。

先
日
、
社
教
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
た
刈
谷
市

婦
人
会
連
絡
協
議
会
の
席
で
、
婦
人
会
が
国
防

婦
人
会
の
時
代
か
ら
ず
つ
と
地
域
の
人
々
の
人

間
関
係
づ
く
り
の
為
に
活
動
し
て
き
た
長
い
歴

史
の
あ
る
団
体
と
知
り
ま
し
た
。

今
ま
で
婦
人
会
活
動
に
殆
ど
参
加
し
た
事
無
く

過
ぎ
て
き
た
私
は
、
地
域

へ
の
愛
着
心
と
か
郷

土
愛
の
積
み
重
ね
に
今
更
の
よ
う
に
驚
き
ま
し

た
。
大
都
会
で
は
考
え
に
く
く
な
り
つ
つ
あ
る
、

人
々
の
暖
か
い
繋
が
り
を
大
切
に
守

っ
て
行
け

た
ら
と
思
い
ま
し
た
。

新
年
度
役
員
の
打
合
せ
会
に
は
若
い
男
性
が
奥

様
の
代
理
で
出
席
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
時
代

の
変
わ
っ
た
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

夫
婦
、
家
族
、
地
域
の
繋
が
り
の
中
で
、
明
る

く
楽
し
く
活
動
が
出
来
た
ら
と
願

っ
て
い
ま

す
。皆
様
の
お
力
添
え
、
ど
う
か
宜
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

熊
婦
人
会
年
間
行
事
予
定
の
一
部

※
交
通
事
故
０
の
日
街
頭
奉
仕
　
　
０
の
日

※
華
道
教
室
　
　
　
　
　
　
　
　
毎
月
２
回

※
市
民
館
清
掃
　
　
　
　
　
　
　
毎
月
２
回

５
月
　
熊
地
区
親
子
運
動
会
　
　
熊
野
公
園

春
の
５
３
０
運
動

６
月
　
盆
踊
り
練
習
　
　
　
　
　
熊
市
民
館

結
婚
衣
裳
展
　
　
　
社
教
セ
ン
タ
ー

７
月
　
盆
踊
り
練
習
　
　
　
　
　
熊
市
民
館

着
付
け
教
室
　
　
　
　
　
熊
市
民
館

８
月
　
熊
地
区
盆
踊
り
大
会
　
　
熊
野
公
園

市
民
盆
踊
り
大
会
　
総
合
運
動
公
園

９
月
　
刈
谷
市
健
康
づ
く
り
大
会

熊
地
区
敬
老
会
　
　
　
　
熊
市
民
館

ｌｏ
月
　
婦
人
会

一
日
研
修
バ
ス
旅
行

秋
の
５
３
０
運
動

ｎ
月
　
熊
市
民
館
文
化
展
　
　
　
熊
市
民
館 子どもと高齢者の交通事故をなくそう

子
ど
も
全
か
ら
ご
挨
拶

熊
子
ど
も
会
長
　
高
橋

洋

子
い
よ

い
よ
春

た
け
な

わ
と
な

り
ま
し

た
。
地

域

の
皆

々
様
に
は
、
ま
す
ま
す
ご
清
祥
の
こ
と
と
お

喜
び
申
上
げ
ま
す
。

日
頃
は
、
子
ど
も
会
活
動
に
な
に
か
と
お

心
遣
い
を
い
た
だ
き
、
心
よ
り
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
　

今
年
度
も
、
親
子
運
動
会
を
始

め
と
し
、
ラ
ジ
オ
体
操
、
熊
野
神
社
の
祭
礼

文
化
展
等
を
通
じ
て
地
域
の
方
々
と
子
供
達

と
の
交
流
が
深
ま
り
、
普
段
か
ら
気
軽
に
声

を
掛
け
合
え
る
よ
う
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

恥
ず
か
し
が
り
の
子
供
達
で
す
が
、
声
を
掛

け
ら
れ
る
こ
と
で
、
自
分
の
存
在
を
認
め
ら

れ
、
本
当
は
と
て
も
嬉
し
い
こ
と
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
子
ど
も
会
で
は
、
年
齢
の
異
な

る
子
供
同
士
で
遊
ぶ
機
会
を
作
る
こ
と
も
目

的
と
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
中
で
、
低
学
年

の
子
は
高
学
年
の
子
を
慕
い
、
高
学
年
の
子

は
低
学
年
の
子
を
思
い
や
る
気
持
ち
を
育
て

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
、
愛

教
大
の
学
生
さ
ん
を
招
い
て
の
新
入
会
員
歓

迎
会
、
お
楽
し
み
会
、
ク
リ
ス
マ
ス
会
等
の

企
画
を
し
て
行
く
予
定
で
す
。
　
　
　
　
＊

子
供
た
ち
が
楽
し
め
る
よ
う
、
私
共
役
員
も

一
緒
に
楽
し
ん
で
、
頑
張
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
今
後
共
、
ご
支
援
の
ほ
ど
宜
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。　
　
¨

肇
酬
岬
桁
斜
劉

子
ど
も
会
の
こ
れ
か
ら
の
行
事
予
定

５
月
　
フ
ラ
ワ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

第
四
十

一
回
熊
親
子
運
動
会

６
月
　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
練
習
開
始

盆
踊
り
の
太
鼓
・練
習
開
始

７
月
　
市
子
連
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
中
部
大
会

８

月

ラ
ジ
オ
体
操
の
会

お
た
の
し
み
会

市
子
連
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
中
央
大
会

盆
踊
り
大
会

市
子
連
す
も
う
大
会

熊
野
神
社
祭
礼
子
ど
も
神
輿

熊
市
民
館
文
化
展

ク
リ
ス
マ
ス
会

送
迎
会

ｌｏ

月

１１

月

‐２

月

３

月
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白
治
広
報
鎮
発
行
に寄
せ
て

熊
老
壮
△
五
〓
長

森
野
邊
栄
次
郎

熊
老
壮
会
と
い
う
名
を
お
聞
き
に
な
る
の

が
初
め
て
と
い
う
方
が
お
ら
れ
る
と
思
い
ま

す
。
今
回
地
域
情
報
紙
に
そ
の
名
前
が
紹
介
さ

れ
る
こ
と
は
、
大
変
喜
ば
し
い
こ
と
と
思
い
ま

す
。
当
会
は
二
十
九
年
前
に
発
足
さ
れ
、
現
在

は
会
員
数
三
百
六
十
名
、
刈
谷
老
人
ク
ラ
ブ
の

な
か
で
は
最
も
会
員
数
が
多
い
世
帯
で
す
。
老

壮
会
と
い
う
名
前
に
こ
だ
わ
つ
て
入
会
を
た

め
ら
う
方
も
あ
る
と
聞
き
ま
す
が
、
そ
の
様
な

思
考
は
、
限
ら
れ
た
人
生
に
と
つ
て
マ
イ
ナ
ス

に
な
る
と
思
い
ま
す
。
老
後
の
楽
し
み
方
は

色
々
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
日
標
に
挑
戦
す
る

前
向
き
な
姿
勢
も
若
返
り
の

一
つ
の
手
段
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。

昨
年
実
施
し
た

「介
護
保
険
制
度
」
の
出
前

講
座
、
現
在
計
画
中
の
パ
ソ
コ
ン
講
習
、
ワ
ー

プ
ロ
講
習
、
そ
し
て
親
子
参
加
す
る
社
会
教
育

講
座
な
ど
、
新
し
い
企
画
も
多
く
取
り
入
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
「い
こ
い
の
場
」
は
当
会
に

開
か
れ
た
場
で
あ
り
、
月

・
水

。
金
曜
日
の
一

時
か
ら
五
時
ま
で
役
員
が
常
駐
し
て
い
ま
す

の
で
、
皆
さ
ん
と
の
対
話
を
通
じ
て
人
生
の
楽

し
み
方
を
学
習
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
十
二
年
度
の
総
会
が
四
月
五
日
に
安

養
寺
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
総
会
に
先
立
ち
、
今

年
亡
く
な
ら
れ
た
会
員
九
名
の
追
弔
会
が
、
＊

＊
家
族
の
方
々
を
お
招
き
し
、
会
員
九
十
四
名

も
物
故
者
の
霊
に
祈
り
を
捧
げ
ま
し
た
。

総
会
で
次
の
方
が
新
役
員
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

〈
ム　
長
　
　
森
野
邊
栄
次
郎

（宝
　
一
組
）

副
会
長
　
　
　
一局
木
　
政
治

（熊
　
一
一組
）

〈
ム　
計
　
　
　
毛
受
　
弘
明

（宝
　
一二
組
）

童
［　
記
　
　
　
一二
浦
　
市
造

（人
　
一
組
）

監
　
査
　
　
　
一二
浦
　
欣
哉

（人
　
七
組
）

〃
　
　
　
　
三
浦

　

修

（宝
　
四
組
）

班
　
長
　
　
　
野
々
山
針
子

（熊
　
一
組
）

〃
　
　
　
　
毛
受
　
　
」県

（熊
　
一二
組
）

〃
　
　
　
　
竹
中
　
直
彦

（熊
　
四
組
）

〃
　
　
　
　
小
笠
原
春
雄

（人
　
一
一組
）

〃
　
　
　
　
猪
塚
　
　
満

（人
　
一二
組
）

〃
　
　
　
　
佐
橋
　
　
勝

（人
　
四
組
）

〃
　
　
　
　
志
知
　
俊
彦

（人
　
五
組
）

〃
　
　
　
　
杉
浦
　
英
司

（人
　
一ハ
組
）

〃
　
　
　
　
石
川
　
鈴
子

（人
　
人
組
）

〃
　
　
　
　
堀
江
　
福
江

（宝
　
一
組
）

〃
　
　
　
　
正
木
　
昭
二

（宝
　
一
一組
）

〃
　
　
　
　
竹
内
　
　
栄

（宝
　
五
組
）

〃
　
　
　
　
酒
井
　
博
子

（宝
　
エハ
組
）

饉
野
神
経
集
代
金
よ
つ

ざ
族
υ

熊
野
神
社
総
代
△
天
‘
長
　
高
木
　
政
治

こ
の
た
び
熊
野
神
社
の
大
役
を
仰
せ
つ
か
り
ま

し
た
、
熊
野
町
二
組
出
身
の
高
木
で
す
。

熊
に
在
住
し
て
五
十
四
年
、
昭
和
五
十
九
年
か
ら

現
在
に
至
る
ま
で
、　
一
年
三
百
六
十
五
日
欠
か
す

こ
と
な
く
熊
野
神
社
に
参
拝
し
て
お
り
ま
す
。

以
前
に
比
べ
る
と
、
平
日
、
神
社
で
総
代
の
姿
を

見
か
け
る
こ
と
は
無
く
な
り
ま
し
た
。
総
代
の
性

格
も
変
わ
り
、
境
内
に
樹
木
の
育
成
、
管
理
が
減

退
し
、
枯
れ
木
が
目
立
ち
始
め
、
建
屋
の
老
朽
化

破
損
、
土
台
の
歪
等
も
生
じ
は
じ
め
ま
し
た
。

近
郷
他
社
に
比
べ
汚
い
神
社
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま

ｔま
た
神
道
古
来
の
作
法
も
姿
を
消
し
参
拝
前
に
手

水
を
使
う
人
も
少
な
く
な
り
ま
し
た
。
玉
串
奉
貧

も
禰
宜
が

一
々
指
示
し
、
儀
式
の
感
が
う
す
ら
い

で
き
ま
し
た
。
誠
に
残
念
で
す
。

ま
た
地
区
か
ら
の
苦
情
も
多
く
な

っ
て
き
ま
し

た
。
こ
れ
を
解
決
す
る
に
は
、
総
代
の
質
の
改
善

か
ら
で
す
私
の
目
標
は
こ
の
低
下
し
た
状
態
を
元

に
戻
す
こ
と
と
経
費
低
減
で
す
。
私

一
人
が
頑
張

っ
て
も
解
決
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
、
皆

さ
ん
の
神
社
で
す
、
皆
さ
ん
と

一
緒
に
頑
張
り
ま

す
、
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

た
今
年
は
十
月
を
除
い
て
、
毎
月
第
二
日
曜
日
の

十

一
時
よ
り
祭
事
が
執
り
行
わ
れ
ま
す
。

ぜ
ひ
皆
様
の
ご
参
拝
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

熊
地
区
広
報
紙
発
行
委
員
会
よ
り

二
十

一
世
紀
を
迎
え
世
の
中
は

一
段
と
飛
躍
し

よ
う
と
し
て
い
る
現
在
、
熊
地
区
に
於
き
ま
し
て

も

一
歩
前
進
と
…
…
…
そ
こ
で
今
年
度
よ
り
地
区

広
報
紙
を
発
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

広
く
地
区
内
の
事
を
取
り
上
げ
て
ま
い
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
の
で
皆
様
方
の
ご
意
見
、
ご
希
望

を
委
員
会
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
ま
す
様
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

次
号
は
六
月
十
五
日
発
行
で
す

次
号
の
主
な
内
容
、
☆
熊
自
治
環
境
委
員
会
報
告

☆
ワ
ー
プ
ロ
、
パ
ソ
コ
ン
の
講
習
会
に
つ
い
て
☆

社
会
教
育
協
議
会
の
設
置
に
つ
い
て
☆
親
子
運
動

会
の
成
果
☆
夏
祭
り
盆
踊
り
大
会
等
の
予
定
で
す

三浦地区委員・下段左より高橋子ども会長・笠松なでしこ会代表・

塑ゝ 輌 瞑幕 。農村帰 人∠ゝ冨|に キヽヨ・ II輌爾な肇人全幕

4月 5日の追弔会

上段左より青木分団長・高木総代会長・原田公民館長・村井隊長・


